
 

 あすなろ会で新しく常設ボランティア活動を始めます。 

○アイシティ ECO プロジェクト スタート！！ 

皆さんは、使い捨てコンタクトレンズの空ケースをごみとして捨てていませんか？ 

アイシティ ECOプロジェクトとは、使い捨てコンタクトレンズの空ケースの 

リサイクルを行う活動です。 

あすなろ会では、右図のように脱靴場で回収ボックスを設置することにしました。 

下記の注意事項を参考に使い捨てレンズの回収にご協力をよろしくお願い 

いたします。 

          

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※ソフトコンタクトレンズ・アルミのフタ（シール）・外箱は回収しません。 

※メーカーを問わず回収します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あすなろだより６月号   
広島市立美鈴が丘高等学校あすなろ会   担当  ２年２組、３組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

注意事項 
コンタクトレンズの空ケースを回収ボックスに入れる

時は、必ず洗って乾かして持参してください。 

 

(出典：https://www.eyecity.jp/eco/) 

 

詳しい内容は、リーフレットも配布します 

空ケースの再資源化による環境保全 

ゴミとして燃やしてしまうのではなく、リサイクルを行うことで CO2 排出量を削減し

ます。再資源化された安価な材料は、様々な製品に生まれ変わります。 

使い捨てレンズの

空ケース 

リサイクル工場で 

粉々に粉砕されます 

加工され、再生ポリプロピレン

素材へと変身されます 

様々なリサイクル品に

生まれ変わります 

https://www.eyecity.jp/eco/


○回収後に３つの貢献ができます 

空ケースのリサイクル業務には、障がいのある方に従事していただき、自立・就労支援につなげています。リサイクル準

備の作業や、回収にご協力いただいた方に贈る小物の製作など、様々な業務でアイシティ店舗を支えています。 

回収された空ケースは、リサイクル工場で粉砕・加工され、再生ポリプロピレン素材へと生まれ変わります。空ケースを

ゴミとして燃やさないことで、CO2 の排出を削減。また再資源化することで、限りある地球の資源を大切に使います。 

空ケースは、リサイクル工場で再生ポリプロピレン素材となり、さまざまなリサイクル製品へと再生されます。ポリプロピレン

は熱に強く丈夫なため、自動車部品や家電製品の部品に使用されます。 

 

空ケースは、リサイクル業者に買い取っていただき、その収益は｢日本アイバンク協会｣に全額寄付しています。日本ア

イバンク協会では、角膜の病気により視覚障がいのある方が視力を取り戻せるよう、角膜移植が必要な方とドナーの方

をつなぎ、献眼登録の普及や、献眼希望者が亡くなったときに角膜摘出医の手配をする活動をおこなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<その他の常時行っている活動＞  ○ベルマークの回収（3階被服教室前） 

○ペットボトルキャップの回収（エコキャップ活動） 

今年度も、ペットボトルキャップを回収します。 

ペットボトルを捨てる時は分別をして、事務室前と脱靴場前と食堂前の自動販売機横に回収箱を設置しています。 

捨てる場合は回収箱にいれてください。ペットボトルキャップは８６０個でワクチン一人分になります。 

途上国の子どもたちにワクチンが届くようにご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

自動販売機横        事務室前            脱靴場前 

ご協力よろしくお願いします！！ 


